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· 出席者は記録者が印を付ける。
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＜連絡事項＞

・病棟日誌で、人数、日付、勤務箇所に間違いがあります。確認して印刷をお願いします。

・次回の歯科診察は７月１４日（水）となります。

＜患者様連絡事項＞
・梅木　奏利　様～7/9  8:30～14:00　自動車学校卒業検定のため外出しています。帰院時、外出時の様子や危険物持込の確認をお願いします。

・野々宮　正博様～7/9  18:30～7/11  17:30　外泊予定です。18時半に奥様が迎えに来られ､AAに参加したあと､そのまま外泊されることになっています。帰院時、外泊中の様子、酒臭および酒の持込の確認をお願いします。
・四戸　冷子　様～7/9  13:00～　栄養指導行っています。
・宮　陽子　　様～排便調整で処方になっていたシンラック残が無くなったため、安ヶ平Drに処方してもらっています。

・出河　攻　　様～両足に鶏眼あり、皮膚科ではなく主治医よりスピール膏処方されています。入浴後、貼ってください。

・中嶋　純子　様～7/13  9:00～15:00　市民病院内分泌科受診の為の外出願いが許可となっています。栄養・医事に連絡済です。
・栗谷川　慎平様～昨日東Dユニットより西Aユニット４０号室へ転入。東病棟で、家族に電話をするも繋がらなかったため、本日準夜帯で家族へ転棟連絡をお願いします。

・四戸　冷子　様～家族面談について、主治医希望日（①13日(火)16：15～　②14日(水)16：00～　③15日(木)16：00～）を家族に提示しています。時間の都合つき次第、家族より連絡が来る予定です。連絡が取れ次第、主治医に連絡をお願いします。

　　　　　　　　　7/20(火)8：00～17：00　市民病院受診予定で外出許可もらい済みです。家族より内分泌科のほかに耳鼻科も受診させたいとのことで、8：00～12：00を8：00～17：00に時間変更ありました。

・江刺家　陽輝様～家族面談にあたり、主治医希望日（①13日(火)16：15～　②14日(水)16：00～　③15日(木)16：00～）を家族に提示したところ、母様からメールにて、16：45までに済むのであればいつでも良いとのお返事あり、そのまま主治医に転送しています。四戸冷子様の家族面談との兼ね合いを見て、月曜リーダーは主治医への確認と江刺家様ご家族への連絡をお願いします。

・木村　忠史様～本日歯科受診しています。抜歯にて、

ヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）（25）　３Ｔ　３×１　２日分処方

となっています。

・藤井　崇史様～本日歯科受診しています。抜歯にて、

ヨウフェナック（解熱鎮痛消炎剤）（25）　３Ｔ　３×１　２日分処方

となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・源波　明美　様～診察時「夜間睡眠はとれているが、幻聴が以前より増した」と話し、服薬調整となっています。昨夜準夜帯では、幻聴の訴えないが表情は冴えず「今日は眠れないと思う」と訴えるも、22：00には就床し夜間良眠。6：45声掛けで起床し「ぐっすり眠れました。」と話しており、幻聴の訴え聞かれていません。訴えの内容を傾聴すると共にプログラム参加状況・夜間の睡眠状況の観察を行っていきます。

・栗谷川　愼平様～療養環境変更目的にて14:00東Dユニットから西Aユニットへ転入。オリエンテーションは理解良好で分からない事は自ら確認出来ています。内観も集中して取り組み、整った文字で意味内容の通るレポートを作成しています。昨夜は22：30就床。3:30覚醒後不眠で経過していますが居眠りなく日課支障なく行い、ＴＶを見たり煙草を吸って過ごしています。表情穏やかで他者交流も見られ、不調の訴えもありません。日中の活動状況や睡眠状況確認し、生活リズムの把握を行っていきます。

・袴田　将志　様～服薬時、5～10分名前や錠剤数を確認され、自問自答している様子見られています。「私は時間が掛かるので・・・」と行動の自覚は出来ている様子。夜間は深夜交替時より休まれ、7:00声掛けで開眼するが、起床できずにいます。日課･プログラムへの影響踏まえ、状況見ながら声掛け行っていきましょう。

＜レク活動評価･検討＞

　見学されている患者様に声をかけ、参加してもらえるよう介入していきましょう。入院患者様は感情の表出が乏しいので、スタッフが盛り上げてやっていきましょう。

＜Dr猪股患者様ケース検討＞

・古川　富蔵様～13:55体温39.5℃の発熱あり。悪寒、倦怠感訴えられカロナール(200)( 解熱鎮痛消炎剤)3T　3×nde 3日分、アンヒバ座薬(200)1個臨時処方となっています。また体温39.0℃以上の際アンヒバ座薬(200)1個挿肛(6時間空けて使用可)の予測指示も出ています。(7/9～7/11まで)

・大橋　照子様～この間コーヒーが黄色くて変な味がして一口飲んで捨てたと話されています。症状の変化に気をつけるよう指示受けています。

＜食事サービス提供管理委員会より＞

· 6/17　麺禁の方(曽我正子様)焼きそばが出てきていた。

→麺禁の方からセットするようにし、分けるようにします。

・18：30過ぎ、いつも台車を持ってきているが、キーカード・鍵が放置されている時があ

　る。また、食事されている患者様もいるので、管理としては十分ではないのでは？

　→フタつきの容器に鍵を入れる。使ったら、厨房内に入れるようにする。

※次回8/13(金)　4階ユーティリティー　15：30～

西病棟カンファレンス勉強会

　　　　　　　平成22年7月7日

第一章　看護記録の現状の見直し

Ⅰ．現状の評価

1． 記録の困難や苦労の原因は、看護側の知識の不足が原因だから、見直すことが必須。知識の不足とは、知識の定義の理解不足･知識の意義の理解不足･自己の定義の評価不足･思い込み･先入観･決め付け･勘違い･誤解･自己の現状と異なるという積り･知識の欠如の放置など知識の誤りがある。

2． 自己の知識の点検評価事項。

１　記録の意味

２　記録の意義

３　記録の種類と名称

４　記録業務の性質

５　看護記録の意義と目的

第二章　看護記録の基準を確立しよう

Ⅰ．基準の概念

1　基準とは、物事の基礎となる標準をあらわす知識で、比較して考える拠所である。

2　基準を使う意義は、個々人の持つ主観的知識や感情的知識のみで判断あるいは行為することを最小にし、看護を専門とするものとして共有する実践的知識を基に判断･行為を進めることで一貫した実践を専門的に作り出すことが容易となる。

Ⅱ．看護記録基準の一例

1 看護記録とは、看護師が実践した看護事実に関して、特定の目的に合う事実を書き記す情報である。

2 診療に関する諸記録は、過去2年間の病院日誌、各科診療日誌、処方箋、手術記録、看護記録、エックス線写真、紹介状及び退院した患者に関わる診療経過の要約とする。

(医療法施行規則：平成16年7月30日厚生労働省令第119号)

3 入院基本料の届出を行った病棟においては、看護体制の1単位毎に次に掲げる記録がなされる必要がある。ただし、その様式、名称等は各保険医療機関が適当とする方法で差し支えない。

1) 患者の個人記録

(1) 経過記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個々の患者について観察した事項及び実施した看護内容等を看護要員が記載するもの。（略）

(2) 看護計画に関する記録　

個々の患者について、計画的に適切な看護を行うため、看護の目標、具体的な看護の方法等を記録するものである。

2) 看護業務計画に関する記録

(1) 看護業務の管理に関する記録　

患者の異動、特別な問題を持つ患者の状態及び特に行われた診療等に関する概要、看護要員の勤務状況並びに勤務交代に際して申し送る必要のある事項等を各勤務帯ごとに記録するもの。

(2) 看護業務の計画に関する記録　

看護要員の勤務計画及び業務分担並びに看護師、准看護師の受け持ち患者割り当て等について看護チームごとに揚げておくもの。（基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取り扱いについて：平成12年3月17日保険発第29号老健発第51号）

4 看護記録の目的及び意義

1) 看護の実践を証明する。

2) 患者に提供するケアの根拠を示す。

3) 医療チーム間、患者と看護者の情報交換の手段とする。

4) 患者の心身状態や病状、医療の提供の経過及びその結果に関する情報を提供する。

5) 患者に生じた問題、必要とされたケアに対する看護実践と、患者の反応に関する情報を提供する。

6) 施設がその設立用件や診療報酬上の用件を満たしている事を証明する。

7) ケアの評価や質向上及びケア開発の資料とする。（看護記録及び診療情報取り扱いに関する指針：日本看護協会：2005年看護業務基準集より）

5 記録業務の看護管理上の意義は、交代制度並びに分担制度に基づく組織において、個々の患者の必要に看護チームが応える看護一貫性と看護の継続性を創り出す情報交換業務を仕事として遂行する事である。

6 日々の看護記録としての経過記録の作成過程は、

1 計画的な看護実践

2 自己の看護実践の想起

3 目的に合う事実の選び出し

4 選定事項の言語化の準備

5 当院の表記ルール（記載基準）に基づく記載と点検

6 他の看護職員に活用してもらう行動

などの過程を辿って記録が作成される。

第三章　勤務時間内に記録できるコツを身につけよう

1 自分は看護専門職として、また看護チームの一員として、一定の看護基準に従って担当業務を仕事として行うことが任務であることを自覚し、実践に際して看護の目的意識を持って、患者の必要に応える看護を計画的に実践する責任を引き受ける。仕事基準とは、業務ごとの目的に向けた自己の行為の過程を管理しながら期待する結果を生み出し記録にて証明する行動様式である。

2 1日に3回、記録する時間を設定する行動計画を立て記載・報告し承認を得、看護師として個々の患者に看護を実践した後に、実践内容を正確に想起するための手段として、「実施内容」と「観察内容」の事実の要点をメモランダム（備忘録）にメモをする。そして一定時間にメモを手がかりに経過記録過程を辿って患者ごとの記録用紙に清書する。

3 看護チームにて一貫した看護を提供するために、看護計画は患者が専門家からの援助を必要としてる事に対して、看護チームが応える援助の内容･方法並びに、患者も家族もそして看護職員も一安心できる患者の変化とおおよその時期を、患者と共に協議して決定し事前に記載する。

4 看護チームとして、個々の患者に計画的で適切な看護を実践することを目指して患者に直接行う看護業務と患者の看護計画を関連づける。例えば、各看護師は、処置業務を行う際に看護計画の1番目の対策を行うなど、業務計画と看護計画を関連づけた仕事計画を持って実際の活動に取り組む。

5 看護チームを代表する看護師が個々の患者に対して直接行ったこと、直接見つめたこと、直接受け止めた事を踏まえて、他の看護師にも同じ視点の看護を継続して行ってもらうための手がかりの事実情報を伝えるための経過記録は、実際に行った看護行為を「実施記録」に、その結果を示す患者の反応の内容を「観察記録」にそれぞれ文章にて記載する。（叙述式経過記録）

6 記録の作成には判断材料が必要である。それらの材料集めを一般に「取材」と呼んでいる。看護記録に向けた取材は、実践したことのメモ、観察したことのメモ解読あるいは判断した事のメモなどを残し、その情報を後で処理する技を用いればよい。これらのメモは、一定の基準に基づく事項をメモすることで、情報化しやすくなる。中でも患者あるいは家族の説明事項･訴え･看護者の言動に対する反応等の発言反応は、積極的傾聴に伴うメモの活用が必須となる。

7 個々の患者への看護実践の後、時の流れを経て想起･選定･言語化を辿る記録過程において、実践過程並びに実践直後に記載する仕事の仕方に近づく為に、記録用紙への記載に変わって、メモ用紙に記載し一定時間後にまとめて清書することで、記録過程を正確に効率的に辿ることができ、記録時間の短縮化を図る事ができる。また、適切な時間に記録が作成されていることで看護の継続性を実践させやすくなる。看護の実践と結果を可能な限り早く記録することが看護の継続性を実現させるチームワークであり、チームにおけるメンバーシップを発揮する。

8 実践と結果を記載する施設基準に基づいて、定例業務(ルーチン業務)は、予定業務名と予定時間を事前に一覧表に記載しておき、実際に個々の業務を行った看護師が、行ったことを示すチェックマーク並びに、実施時刻を記入する記録として、「定例業務計画並びに実行記録」（ワークシート）を用いることで、記録労力が削減する。定例業務以外に看護計画を実践した場合は前述の叙術式経過記録を活用する。

9 患者の生体反応の推移を一覧し、それまでの医療の結果を確かめ評価してその後の医療の方向性を判断する為に、数値化できる患者の反応を中心に記録する。この記録は「経過一覧表」(フローシート)としてグラフや表あるいは図など視覚的に工夫される記録であり、その特徴は観察記録の一部である。記載事項は、患者の生命兆候、創傷の変化、検査値、身体計測値などの生命反応の特徴で、その都度記録する。あるいはメモしてあとで清書する。

10 記載方法は当院の記録ルールを意味する記載基準に従う。一般的には次のルールを遵守する。

1) 実施記録･経過記録は事実を正確に記載する。

2) 解読記録･評価記録･方法記録などは、その意見と理由を記載する。

3) 書き手の意味付けと読み手の意味付けが一致する平易な用語を用いる。

4) 専門用語並びに略語は記録用語基準並びに略語基準に従って用いる。基準にないものは造語としてチェックの上、改善する。

5) 記録分は､主語と述語で簡潔に記載する。

6) 患者の発言内容を引用する場合は、直接引用記述方法として「〇〇〇」と記す。また、患者の発言内容を要約する場合は、要約記述方法として「」などをとって要約文のみ記す。

7) すべての経過記録は実践した後に事実を正確に記載する。実践する前に記載してはならない。

8) 筆記用具はボールペン等消しゴムで消す事の出来ない用具を使う。記録分の訂正は、線を引いて捺印する。修正液を使ってはならない。記録の空間を空けない。やむをえない場合や意図的の場合、空間全体に斜線を引き、後の書き込みを防ぐ。

9) 計画や経過記録の記載に関して、違法とみなされる事柄は記載してはならない。

10) その他、当院のルールに従って記録する。

11 看護記録の活用方法

1) それぞれの看護師は、看護チームを代表して患者ケアに取り組んでいることを基礎に、自分がその患者ケアを担当する場合には前の看護実践を踏まえて同じ視点の看護を継続させることがチームワークに参加している意義と心得る。

2) 前の看護実践は、担当した看護師の経過記録に記載されているのだから、その記録を読んで直前の調整計画を作って訪室する。記録が記載されていない場合はね代替方法として、担当看護師に尋ねた上で訪室する。

3) 他の看護師の記録から、どのような看護が実践されたのか？どのような反応が患者から示されたのか？患者の問題や苦痛あるいは不充足ニードなどの変化はどのようなものでどの程度なのか？これらを読み取る。

4) 記録には記録者の印鑑あるいはサインが記されるが記録を読んだ印、あるいは活用した印を記入する基準を作って実行すれば、当院における記録の活用の有無並びに活用の程度が証明できる。

5) 看護計画と経過記録の食い違いが生じるのは、計画を実行していないルール違反者が存在することを意味するので、違反者が生じない相互の努力並びに協力が必要となる。

6) 記録情報を通じて個々の患者への看護の室の保証に取り組む看護管理の有効性を高める情報処理と情報交換技術を陽性することが急務である。
